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松本 尚之
本学歯科矯正学講座
主任教授

略歴
昭和62年　大阪歯科大学大学院博士課程修了
昭和62年　大阪歯科大学助手（歯科矯正学講座）
平成16年　大阪歯科大学講師（歯科矯正学講座）
平成19年　大阪歯科大学教授（歯科矯正学講座）
日本矯正歯科学会　指導医・認定医

畠 銀一郎
大阪歯科大学
口腔治療学講座講師

略歴
昭和48年　副手として大阪歯科大学口腔治療学講

座に入局
平成元年　大阪歯科大学講師
平成元年　日本歯科保存学会評議員
平成16年　日本歯内療法学会常任理事

　現在に至る
平成22年～平成23年

　日本歯内療法学会西日本支部会会長

鈴木 哲也
東京医科歯科大学　歯学部
口腔保健工学専攻　教授

略歴
昭和60年　東京医科歯科大学大学院修了
平成 7年　東京医科歯科大学歯学部高齢者歯科

学講座講師
平成 9年　米国オハイオ州立大学客員助教授
平成13年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合

研究科助教授
平成17年　岩手医科大学歯学部歯科補綴学第一

講座教授
平成23年　東京医科歯科大学歯学部口腔保健工

学専攻教授

5月

　一般に成人の歯科治療を行うとき、咬合や歯周組織の安

定を得るために、あるいは、よりよい補綴物を装着するために

矯正治療が必要となってくることがあります。このような場合、

マルチブラケット装置を装着し、全顎的な矯正治療をおこなうこ

とは理想でありますが、成人の口腔内の状態は、歯周疾患、

欠損歯列、さらには補綴物がすでに装着されている場合があ

り、全顎的な矯正治療によるアプローチはしにくい場合が多い

のが実情です。また、多くの治療目標を同時に達成しようとす

れば、技術的にも複雑困難が予想されます。

　このような場合、歯の移動によって達成できる治療の目的を

絞ることにより、技術的に比較的容易で、正確で高い効果が

見込まれるMTM（minor tooth movement）による治療が有

効となってきます。しかしながら、MTMを行う場合には治療の

メカニクスを十分に理解する必要があると考えます。とりわけ、

主眼がおかれていない部位への力の分布、すなわち、“反作用”

に対しては十分に配慮する必要があると考えます。

　本コースでは、臨床上しばしば遭遇する症例に焦点を当て、

包括的歯科診療におけるMTMについて、実習を含めて解説

し理解を深めて頂きます。

　総義歯は熟練を要すと考えがちですが、実は“頭”で解決

できる部分が多い治療法です。しかし、多くの先生は術式の

みに目が向いて、なぜそうすれば良いのか、何が問題なのか

という本質を理解していないため、同じ術式を使っても、“だめ

な義歯”になってしまうことがあるようです。そもそもだめな義歯と

よい義歯ではどこに分岐点があるのでしょうか。

　本講演ではここに的を絞り、印象に係わるファクターと咬合

に係わるファクターに分け、お話します。前者では、特に顎堤

吸収の著しい下顎の舌側形態など、多くの先生方が誤解して

いる部位に焦点を当てます。また後者では、歯槽頂間線法則

が万能の理論とは見なされなくなった現在において、本当にフ

ルバランスドオクルージョンは必要なのか、義歯に付与すべき咬

合の理想と現実のギャップをどのように考えるべきか、実践的

な咬合様式、咬合調整法について、多くの症例写真とビデオ

を用い解説します。

　新たに何ら機器を買いそろえなくても発想を転換するだけで

明日からの臨床が変わる、そんな講演会にしたいと考えていま

す。

　歯内治療の中で最も時間を要する処置が根管の拡大・形

成である。しかも、根管拡大・形成の可否が最終処置である

根管充填の状態にも大きく影響を与えることから、根管の機械

的清掃から根管形成までの一連の処置が歯内治療の中で最

も重要な処置になるといえる。しかし、実際の臨床においては

根管の形態は複雑で、特に、上顎大臼歯の近心頬側根管

のように細く、しかも著しい彎曲を示す根管に対しては、根管

拡大・形成中にレッジやステップあるいはアピカル・ジップの形

成が生じないように注意しなければならない。20数年前から根

管用インスツルメントの素材が従来のステンレス・スチールから

超弾性を示すニッケル・チタン（Ni-Ti）合金に替え製作された

ロータリー・ファイルが市販され、一般開業医の多くの先生た

ちからも根管の追従性に優れたファイルとして注目されている。

　今回のポストグラデュエート・コースでは、現在、最も多くの

先生方に支持され臨床使用されているPro Taper Systemの

使用法ならびに、根管拡大・形成を終了した根管に対するガ

ッタパーチャの熱可塑性を応用したThermafil 法による根管充

填についての解説ならびに実習を予定している。

　「今日の歯科臨床は、インプラント治療の時代である」と

言っても過言ではなくなってきている。その経済的な面ばか

りを追求する故の悪影響か、歯周治療よりも抜歯を簡単に

選択する傾向にあるのが現実である。

　天然歯は一度失うと、もう元には戻せない。インプラント

があるからと、考えるのは軽率であり、天然歯の持つ機能

もさることながらその免疫機構等は、インプラントには持ち

合わせていないわけである。

　本講演では、天然歯を長期的に安定して維持するための

歯周組織がどうあるべきなのかを今一度考察し、さらにそ

こから学ぶインプラント周囲組織がどうあるべきかを考え、

臨床から得たエビデンスをもとに、我々開業医で行え

Minor G.B.R.とSoft tissue Managementの外科的手技を、

デモ・実習を交え、皆様と共に勉強したいと思います。

　本コースでは、特注の模型を使い、より臨床的な実習を

行いたいと思います。

　どうぞ、先生方で使用している、歯周外科器具をご持参

の上、ご参加ください。

よい義歯  だめな義歯、実践編
― 発想の転換で総義歯が変わる ―

包括的歯科医療における矯正治療の役割
― 補綴前治療としてのMTM ―

ニッケル・チタン（Ni-Ti）製 
ロータリー・ファイルを用いた根管処置の実際

バイオタイプを考慮した
歯周治療・インプラント治療

平成24年度 大阪歯科大学同窓会 ポストグラデュエートコース委員会

5月13日（日）
10：00～16：30  天満橋学舎（実習コース）
対象：歯科医師、歯科技工士、歯科衛生士

1コース 7月
7月1日（日）
10：00～16：30  天満橋学舎（講義コース）
対象：歯科医師、歯科技工士、歯科衛生士

2コース 9月
9月9日（日）
10：00～16：30  天満橋学舎（実習コース）
対象：歯科医師のみ

3コース 2月

〈平成25年〉2月17日（日）
10：00～16：30  天満橋学舎（実習コース）
対象：歯科医師のみ

4コース

研修費：歯科医師（本学卒）50,000円、歯科医師（他大学卒）60,000円
　　　　歯科技工士・歯科衛生士50,000円
　　　　　　

研　修　費：歯科医師（本学卒）11,000円、歯科医師（他大学卒）16,000円
　　　　　　歯科技工士・歯科衛生士6,000円

研修費：歯科医師（本学卒）11,000円、歯科医師（他大学卒）16,000円
（実習材料費・弁当代含む）

　　　　　　

研修費：歯科医師（本学卒）22,000円、歯科医師（他大学卒）27,000円
（実習材料費・弁当代含む）

　　　　　　

飯田 拓二
本学歯科矯正学講座
講師

略歴
平成11年　大阪歯科大学大学院博士課程修了
平成11年　大阪歯科大学附属病院臨床研修員 

（矯正歯科）
平成12年　大阪歯科大学講師（非常勤）（歯科矯正

学講座）
平成20年　大阪歯科大学助教（歯科矯正学講座）
平成21年　大阪歯科大学講師（歯科矯正学講座）
日本矯正歯科学会　認定医

西川 郁夫
大阪歯科大学
口腔治療学講座助教

略歴
昭和58年　大阪歯科大学卒業
昭和62年　大阪歯科大学大学院修了
昭和63年　大阪歯科大学口腔治療学講座勤務　

現在に至る
日本歯科保存学会
日本歯内療法学会
American Association of Endodontists
日本歯内療法学会西日本支部会常任理事（事務局長）

伊藤 雄策
大阪市開業

略歴
東京歯科大学卒
1975年　国際デンタルアカデミー診療部長歴任

故東北歯科大学学長Dr.保母須巳也に師事
1980年　神戸伊藤歯科医院勤務

故U.S.C総合診療科Dr.レイモンド・キムに
師事

1994年　新大阪に伊藤歯科医院開設

日本顎咬合学会指導医
SJCDインターナショナル常任理事
O.S.I大阪主幹
日本補綴学会会員
日本臨床歯周病学会会員
日本インプラント学会会員　
A.O会員
日本再生医療学会会員

（弁当代含む）（実習材料費・弁当代含む）


